
＜関連する文献一覧＞ 

１ 森林関係 
(1) モニタリング・評価に当たり参考にした文献（水源施策前の先行研究）

ア 書籍
石川芳治（2013）,「シカの食害による土壌流亡を防ぐ知識と技術」,サントリービジネスエキスパ

ート（株）水科学研究所・サントリーホールディングス（株）編『「天然水の森」を科学する』 
木平勇吉・勝山輝男・田村淳・山根正伸・羽山伸一・糸長 浩司・原慶太郎・谷川潔編（2012）,

『丹沢の自然再生』 
丹沢大山総合調査団編（2007）,『丹沢大山総合調査学術報告書』 

イ マニュアル
神奈川県自然環境保全センター（2007）,『渓畔林整備指針』
神奈川県自然環境保全センター（2008）,『丹沢大山自然再生土壌保全対策マニュアル』

ウ 自然環境保全センター報告 ※神奈川県自然環境保全センター発行（不定期）
小林俊元・末次加代子・山根正伸・永田幸志・溝口暁子（2008）,「2006 年度神奈川県ニホンジカ

保護管理事業におけるニホンジカ（Cervus nippon）個体群調査報告」,『神奈川県自然環境保全
センター報告』5,25-37 頁

越地正・谷脇徹・田村淳・山根正伸（2008）,「丹沢山地における 2007 年に大発生したブナハバ
チ被害とこれまでのブナの衰弱枯死経過」,『神奈川県自然環境保全センター報告』5,3-9 頁

永田幸志・入野彰夫・細野正（2009）,「清川村における野生鳥獣による農作物被害に関する調査
報告」,『神奈川県自然環境保全センター報告』6,37-46 頁 

末次加代子・池谷智志・小林俊元・川村優子・永田幸志・山根正伸・溝口暁子（2008）,「2007 年
度神奈川県ニホンジカ保護管理事業におけるモニタリング報告」,『神奈川県自然環境保全セン
ター報告』6,5-19 頁

末次加代子・池谷智志・永田幸志・山根正伸・藤森博英（2011）,「2008 年度,2009 年度神奈川県
ニホンジカ保護管理事業における丹沢山地のニホンジカ個体群調査報告」,『神奈川県自然環境
保全センター報告』8,9-26 頁

田村淳・中川重年（2008）,「設置後 10～15 年経過したツリーシェルター試験地と植生保護柵試
験地における樹木の生育状況」,『神奈川県自然環境保全センター報告』5,71-78 頁  

田村淳（2009）,「シカの採食により退行した冷温帯自然林における植生保護柵による林床植生の
回復」,『神奈川県自然環境保全センター報告』7,1-108 頁 

谷脇徹・田村淳・藤澤示弘・齋藤央嗣・越地正（2008）,「丹沢山地において 2006 年に落下した
ブナ種子の品質」,『神奈川県自然環境保全センター報告』5,79-84 頁 

内山佳美・相原敬次・飯田勝彦・板寺一洋（2009）,「δ18O をトレーサーとした短期流出特性把
握におけるサンプリング方法の検討」,『神奈川県自然環境保全センター報告』6,63-68 頁 

エ 論文
石川芳治・内山佳美（2009）,「丹沢堂平におけるシカによる林床植生衰退地における土壌侵食の

実態解明と対策工の開発」,『砂防学会誌』第 62 巻,第 4 号 
初 磊・石川芳治・白木克繁・若原妙子・内山佳美（2010）,「丹沢堂平地区のシカによる林床植

生衰退地における林床合計被覆率と土壌浸食量の関係」,『日本林学会誌』92,261-268 頁 
若原妙子・石川芳治・白木克繁・戸田浩人・宮貴大・片岡史子・鈴木雅一・内山佳美（2008）,

「ブナ林の林床植生衰退地におけるリター堆積量と土壌侵食量の季節変化－丹沢山地堂平地区
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のシカによる影響－」,『日本林学会誌』90,378-385 頁 

(2) モニタリングから得られた情報や知見が掲載されている文献

ア 書籍
Gomi T, Oohira M, Hiraoka M, Miyata S, and Uchiyama Y.（2022）“Impact of Sika Deer on Soil

Properties and Erosion,In Sika Deer”, Life History Plasticity and Management,399-413 
Nagata K, Tamura A. (2022) “Deer management in the Tanzawa Mountains, Kanagawa Prefecture, 

In Sika Deer”, Life History Plasticity and Management ,569-588 
大平充・五味高志・内山佳美（2021）,「シカの食害が山地流域からの流出土砂量に及ぼす影響 

神奈川県丹沢山大洞沢観測所における水と土砂動態観測」, 公益社団法人砂防学会出版プロジェ
クト委員会編,『砂防の観測の現場を訪ねて２～山地河川内の複雑な土砂の動きを知る～』,公益
社団法人砂防学会,125-133 頁

田村淳（2017）,「丹沢のシカ総合管理」, 梶光一・飯島勇人編,『日本のシカ』,東京大学出版会, 
183-202 頁

田村淳（2018）「シダ植物」（分担執筆）, 神奈川県植物誌調査会編,『神奈川県植物誌 2018』,神
奈川県植物誌調査会,17-191 頁 

Tamura A.(2022) “Effect of different periods of chronic deer herbivory on both tall forbs and soil 
seed banks following deer exclusions in a damp beech forest, In Sika Deer”, Life History Plasticity 
and Management ,447-461  

田中徳久・勝山輝男・秋山幸也・大西亘・田村淳・山本薫・石田祐子（2022）,「維管束植物」,神
奈川県環境農政局緑政部自然環境保全課・神奈川県立生命の星・地球博物館編,『神奈川県レッ
ドデータブック 2022 植物編』,44-326 頁  

内山佳美（2014）,「神奈川県の参加税制、順応的管理による緑のダムの保全」, 蔵治光一郎・保
屋野初子編,『緑のダムの科学 減災・森林・水循環』,築地書館,154-168 頁 

イ マニュアル、図鑑等
神奈川県自然環境保全センター（2016）,『丹沢の希少植物図鑑―希少植物の保護に向けて―』
神奈川県自然環境保全センター（2016）,『神奈川県広葉樹実生図鑑』 改訂第 2 版
神奈川県自然環境保全センター（2016）,『神奈川県シカ不嗜好性植物図鑑』
神奈川県自然環境保全センター（2017）,『丹沢ブナ林再生指針』
神奈川県自然環境保全センター（2017）,『渓畔林整備の手引き』

ウ 自然環境保全センター報告 ※神奈川県自然環境保全センター発行（不定期）
・特集号

神奈川県自然環境保全センター（2012）,「丹沢山地のブナ林衰退研究の最前線」,『神奈川県自然
環境保全センター報告』 第 9 号,140 頁 

神奈川県自然環境保全センター（2013）,「森林における水環境モニタリングの始動」,『神奈川県
自然環境保全センター報告』第 10 号,287 頁 

神奈川県自然環境保全センター（2013）,「第 2 次神奈川県ニホンジカ保護管理計画の取組みとそ
の成果」,『神奈川県自然環境保全センター報告』第 11 号,93 頁 

神奈川県自然環境保全センター（2016）,「丹沢山地のブナ林再生に向けて～衰退原因の解明と再
生技術の開発～」,『神奈川県自然環境保全センター報告』第 14 号,92 頁 

神奈川県自然環境保全センター（2024）,「丹沢山地のブナ林再生に向けて～衰退要因モニタリン
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グと保全・再生対策の動向～」,『神奈川県自然環境保全センター報告』第 18 号,90 頁 
・特集号以外の個別報告の掲載

安部豊・内山佳美（2023）,「流出特性に対する岩盤地下水挙動の影響：丹沢山地西部花崗閃緑岩
源流域における研究事例」,『神奈川県自然環境保全センター報告』17,85-94 頁 

馬場重尚・羽太博樹・前嶋真一・藤森博英（2015）,「2014 年 2 月大雪後のニホンジカの死体目
撃情報の報告」,『神奈川県自然環境保全センター報告』13,57-59 頁 

石川烈・永井広野・永田幸志・町田直樹・石川信吾（2023）,「神奈川県ニホンジカ管理計画にお
ける生息状況モニタリング結果」,『神奈川県自然環境保全センター報告』17,17-24 頁 

姜兆文・永田幸志・羽根田貴行・永井広野・町田直樹・今井俊輔・山田雄作（2023）,「丹沢山地
の鳥獣保護区に生息するニホンジカの行動特性」,『神奈川県自然環境保全センター報告』
17,35-49 頁 

片瀬秀高・久保田修映・高橋聖生・羽太博樹・藤森博英・馬場重尚（2014）,「ワイルドライフレ
ンジャーの取り組み」,『神奈川県自然環境保全センター報告』12,35-41 頁

片瀬英高・村田成文・丸智明・藤井秀仁・大岩幸太・國松竜太郎・永田幸志・石川信吾・町田直
樹（2020）,「ワイルドライフレンジャーの取り組み」,『神奈川県自然環境保全センター報告』
16,9-16 頁  

永井広野・小松ゆりな・西岡美保子・石川烈・永田幸志・町田直樹・石川信吾（2023）,「神奈川
県ニホンジカ管理計画に基づく管理捕獲個体の分析結果」,『神奈川県自然環境保全センター報
告』17,25-34 頁  

永田幸志・田村淳（2014）,「丹沢山地におけるササ 3 種の 2013 年の開花記録」,『神奈川県自然
環境保全センター報告』13,43-45 頁  

永田幸志・田村淳（2015）,「丹沢山地におけるササ 3 種の 2014 年の開花記録」,『神奈川県自然
環境保全センター報告』13,65-68 頁  

永田幸志・亀山明子（2018）,「猟区を活用した狩猟者育成手法検討の取組」,『神奈川県自然環境
保全センター報告』15,37-46 頁 

永田幸志・片瀬英高・丸智明（2018）,「鉄含有誘引餌によるニホンジカの誘引試験結果」,『神奈
川県自然環境保全センター報告』15,47-50 頁  

永田幸志・谷川潔・町田直樹（2018）,「丹沢山地におけるニホンカモシカの生息密度」,『神奈川
県自然環境保全センター報告』15,51-53 頁  

永田幸志・田村淳（2018）,「丹沢山地におけるササ 3 種の 2016 年の開花記録」,『神奈川県自然
環境保全センター報告』15,55-58 頁  

永田幸志・町田直樹・丸智明（2020）,「丹沢山地札掛地区における自動撮影カメラによるニホン
ジカ（Cervus nippon）撮影記録」,『神奈川県自然環境保全センター報告』16,21-25 頁  

永田幸志・栗林弘樹・田村淳・小林俊元・入野彰夫（2023）,「神奈川県のニホンジカ保護管理に
ついて～管理計画策定と植生回復の取組の経緯～」,『神奈川県自然環境保全センター報告』
17,51-60 頁 

永田幸志・永井広野（2023）,「丹沢山地におけるニホンカモシカの生息密度（2017-2021 年
度）」,『神奈川県自然環境保全センター報告』17,77-79 頁 

永田幸志・永井広野・町田直樹（2023）,「箱根山地におけるニホンカモシカの撮影記録」,『神奈
川県自然環境保全センター報告』17,81-83 頁  

大石圭太・山根正伸・谷脇徹・田村淳（2023）,「神奈川県の水源林整備地における中大型哺乳類
の種構成とニホンジカの生息状況」,『神奈川県自然環境保全センター報告』17,61-71 頁 
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大石圭太・雨宮有・山根正伸（2023）,「丹沢山地堂平地区のブナ林におけるニホンジカの採餌行
動と中大型哺乳類の撮影記録」,『神奈川県自然環境保全センター報告』17,73-76 頁 

谷脇徹・永田幸志・鈴木透・姜兆文・山田雄作・山根正伸（2015）,「植生保護柵を改修した囲い
わなによるニホンジカの捕獲」,『神奈川県自然環境保全センター報告』13,15-24 頁 

内山佳美・山根正伸（2008）,「森林における水環境モニタリングの調査設計―大洞沢における検
討事例―」,『神奈川県自然環境保全センター報告』5,15-24 頁  

内山佳美・中嶋伸行・横山尚秀・山中慶久（2014）,「東丹沢大洞沢における治山事業による水文
観測の記録」,『神奈川県自然環境保全センター報告』12,17-26 頁 

内山佳美・横山尚秀・三橋正敏（2015）,「西丹沢ヌタノ沢の流出特性」,『神奈川県自然環境保全
センター報告』13,39-47 頁

内山佳美・横山尚秀・三橋正敏・島田武憲（2018）,「西丹沢ヌタノ沢における濁度計による浮遊
土砂観測結果」,『神奈川県自然環境保全センター報告』15,29-35 頁 

内山佳美・入野彰夫・大内一郎・丸井祐二（2023）,「林床植生の植被率と土壌侵食防止機能の指
標となる林床合計被覆率との関係」,『神奈川県自然環境保全センター報告』17,1-6 頁 

山中慶久（2015）,「1970 年代の自然保護の機運の高まりから平成 9 年（1997 年）の水源の森林
づくり事業開始までの神奈川県の森林・林業政策の展開」,『神奈川県自然環境保全センター報
告』13,49-55 頁  

山根正伸・田村淳（2023）,「水源林整備地における植生と林分構造の現状：水源林の林分構造調
査の 1 巡目調査結果」,『神奈川県自然環境保全センター報告』17,7-15 頁  

横山尚秀・内山佳美・三橋正敏（2014）,「東大洞沢の水文地質と流出機構」,『神奈川県自然環境
保全センター報告』12,1-16 頁 

横山尚秀・内山佳美・三橋正敏（2015）,「フチジリ沢・クラミ沢流域（箱根外輪山北東麓）の水
文地質について」,『神奈川県自然環境保全センター報告』13,25-37 頁  

横山尚秀・内山佳美・三橋正敏・丸山範明・板寺一洋（2018）,「県西部の 4 試験流域における水
循環機構解明のための渓流調査」,『神奈川県自然環境保全センター報告』15,11-28 頁 

エ 一般向け雑誌等
・特集号

一般社団法人 日本森林学会(2013),「ブナ林の衰退―丹沢山地で起きていること―」,『森林科
学 』第 67 号 

・特集号以外の掲載
安部豊・内山佳美（2022）,「広域の地下水流動を把握する― 自治体と地球研の連携研究による

地域貢献 ―」, 陀安一郎・申基澈・鷹野真也編,『同位体環境学がえがく世界：2022 年版』 
谷脇徹（2015）,「丹沢山地におけるブナハバチの大発生と防除法の開発」,『森林防疫』

64(5),165-173 頁 
谷脇徹・猪野正明・鶴田英人・相原敬次・岡田充弘（2017）,「ブナハバチ防除のためにブナ成木

に樹幹注入したジノテフランの葉内濃度の季節変化」,『森林防疫』66(2),42-47 頁  
内山佳美（2023）,「神奈川県の参加型税制による水源林再生と水源かん養機能評価」,『森林技

術』975,8-11 頁 
オ 査読付き論文等
（ｱ）ブナ林再生（丹沢大山の保全・再生対策の関係）
〇大気環境

斎藤正彦・若松伸司・岡﨑友紀代・堀越信治・山根正伸・相原敬次（2012）,「数値モデルを用
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いた丹沢山地のオゾンの挙動解析」,『大気環境学会誌』47,217-230 頁 
斎藤正彦・若松伸司・相原敬次（2013）,「丹沢山地における樹木のオゾン取込み量の推定」,

『大気環境学会誌』48,251-259 頁 
〇シカと植生 

佐藤司郎・鈴木牧・谷脇徹・田村淳（2018）,「丹沢山地におけるシカの増加がオサムシ科甲虫
に及ぼす間接的影響」,『日本森林学会誌』100,141-148 頁 

田村淳（2013）,「シカによりスズタケが退行したブナ林において植生保護柵の設置年の差異が
林床植生の回復と樹木の更新に及ぼす影響」,『日本森林学会誌』95,8-14 頁 

田村淳 (2016) ,「丹沢山地の自然環境保全の側面から見た森林の諸問題と適正管理に向けての
課題―シカの増加等から見えてくる都市近郊林の諸問題」,『環境情報科学』45(2), 52-56 頁 

Tamura A. (2016) “Potential of soil seed banks in the ecological restoration of overgrazed floor 
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